







































 上野  (2000, 2002a)によると湾方言は音節ではなく拍（＝モーラ）を基本単位として音調
（トーン）の付与がなされる。この点において、長崎方言や甑島方言（鹿児島県）と基本
的に同じであり、音節を基本単位とする鹿児島方言とは異なる（坂口  2001; 上村  1937, 


































































  （所属語彙：ᾏ、㘠、⯚、⮻、ย、⏿、ኳ஭…） 
 
 ２系列の඲体ീを比較すると表１のようにまとめることがでࡁる。α系列とβ系列のド













β系列 単語 次末拍が高い 
 
また音調のᢸいᡭ(WonH bHaULnJ unLW)をもとに２型アクセントのㅖ方言と比較すると表２




拍単位 長崎、甑島、喜界島・湾方言  
 
 ヰを湾方言にᡠすと、上野  (2000, 2002a)は（１）に♧した２つの音調パターンに対し、
次のような音㡩ㄽ的ゎ㔘をᥦ᱌している。  
 
 （２）a. α系列：文節の次末拍だࡅ低い↓᰾型  








                                                 
1 甑島（ᡭᡴ方言）は語㢌部分が音節単位、語末部分が拍単位で音調が付与される（Kubozono 
2010, 2011a/b）。  
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 （㸳）  煙(KLbuɕL) ձ、踊り(uGuL)、形(NaWaʨL) ձ㸹 
                                                 
2 中里集落のインࣇ࢛ー࣐ントはᚓ⏣喜௦἞Ặ（5 年 5 月⏕まれで調査᫬に㸳３ṓ）、湾集
落のインࣇ࢛ー࣐ントはᒾ⏣㐍Ặ（5 年  月⏕まれ、調査᫬㸳㸵ṓ）である。  
3 上野ၿ道Ặの以前の調査では、湾方言と中里方言では᥋⥆形の音調パターンがⱝᖸ異なって




     鋏(KaVaPL) մ、㙾(KaJaPL) մ、ᬺ(NuMuPL) մ  
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(VSUHaG)することになる（  @ はドメインのྑ➃を表す）。 
 
（㸶） …ȣ  ȣȣȣ@文節 































 （９）  a. ２拍名詞 
  ᾏ(uPL) մ、㘠(nabL)、⯚(KunL)、⮻(uVu) մ、ኴ㝧(WLGa) 
  b. ３拍名詞 
  ย(KaWana) մ、⏿(KaWHޝ) մ 




るいはヰ⪅㛫にᦂれがあることを表す）。上野  (2000, 2002a)の記述と一致する。  
 
（１０）a. ２拍名詞 

























































     b. ３拍名詞 

























































   F. 㸲拍名詞 





























































































































































（１２）⾑(ʨLޝ) ձ、ṑ(Ka)、㓇(VH)、஭ᡞ(Kaޝ)㸹目(PLޝ) ճ、木(KLޝ) ճ、ᐙ(Maޝ)  











































































































































（１㸳）鹿児島方言：    チࣙࢥࣞー
――――
ト  
長崎方言：   チࣙࢥ
――――――
ࣞート 










東京方言：   チࣙࢥࣞ
――――
ート 


















































































































































































































                                                 
4 ここで述࡭ることは中里方言ヰ⪅の観ᐹに基࡙く。  
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 （１９）基ᗏ形       がま㸩な ࡦࡪし㸩な 








































 （２０）基ᗏ形      うみ㸩な 




































                                                 


































































































































































































































































































































































































こっている。上᪼位⨨にὀ目して比較すると次のようになる（  㹛はドメインのྑ➃を表す）。 
 
（２㸲）β系列 









































































































 ３拍㹼㸳拍名詞の音調は次のようになる。３拍名詞は「煙 (KLbuɕL) 、踊り (uGuL)、形
(NaWaʨL) 㸹  鋏(KaVaPL) 、㙾(KaJaPL) 、ᬺ(NuMuPL)」の㸳語、㸲拍名詞は「暁(aޝWuʨL)」、㸳拍
名詞は「雷(Ka݆naޝUL)」である。 
 






















































































                                                 
8 上嘉鉄のヰ⪅は኱཭຾一（おおともかついࡕ）Ặ、㸵３ṓ（193 年 12 月⏕まれ）。阿伝の
ヰ⪅は㯄ᐩኈ⏨（ࡩもとࡩじお）Ặ、㸳９ṓ（1950 年 11 月⏕まれ）。中道のヰ⪅は⸨ཎ㍤夫（ࡩ
じわらてるお）Ặ、６㸵ṓ（1943 年  月⏕まれ）である。  
9 （２６）㸫（２㸶）の㹙  㹛ෆはᐇ㝿のࢹータはなく、他の౛から᥎ᐃしたものである。  
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   





























































































































































































































































































































































                                                 



















































































































































































































































る。$, %, ;, < の記ྕが表すෆᐜについては（３㸳）にまとめる。  
 
表㸲 集落ࡈとのα系列・β系列のタイࣉ  
 坂嶺 湾  中里 上嘉鉄 阿伝 塩道 
α系列  $       $       $    %        %    % 
β系列   < ;       ;       ;     ;    ; 
 
（３㸳）$：文節をドメインに、最後の３拍が…㹆㹊㹆。 
      %：文節඲体ではなく㹙単語㸩助詞の１拍目㹛をドメインにして最後が…㹆㹊㹆。  
     ;：単語をドメインに、㸫ղ拍目で上᪼  
（単語の語末拍を㞃して、その前で…㹆㹊㹆）。 




 す࡭ての集落にඹ㏻している点として次の㸲点をあࡆることがでࡁる。  
 
（３６）a. ２型アクセント体系を持つ。  
b. α系列、β系列とも基本メࣟࢹ࢕ーは㹆㹊㹆である。  
F. 基本メࣟࢹ࢕ーの音調は拍単位で付与される。  















表㸳 㹆㹊㹆メࣟࢹ࢕ーの付与範囲（ドメイン）をもとにした分㢮  
 坂嶺 湾 中里 上嘉鉄 阿伝 塩道 
 １０᫬ 㸶᫬ 㸶᫬ ６᫬ 㸲᫬ ２᫬ 
α系列       文節      語㸩１ȣ 







（３㸵）a. 文節単位（語ኌ調）の体系から単語単位（語アクセント）の体系࡬ኚ໬  
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